
兵庫学習ｾﾝﾀｰ開設 30 周年・姫路ｻﾃﾗｲﾄｽﾍﾟｰｽ開設 20 周年 

記念式典及び講演会を終えて 

岡田 修一 兵庫学習センター所長

2023年（令和 5年）9月 9日、神戸大学出光佐三記念六甲台講堂にて、放送大学兵庫学習センター開設 30周

年・姫路サテライトスペース開設 20周年記念式典及び講演会が 260名の参加者を得て、盛大に開催されまし

た。この記念すべき行事を成功裏に終えられたのは、当日ご臨席いただいた関係者の祝賀の気持ちと兵庫学習

センター・姫路サテライトスペース教職員の素晴らしいチームワークの賜物と思っています。学生の皆様を 

はじめとする関係の皆様方のご協力とご支援に深く感謝申し上げます。                

当日は式典開始に先立って、兵庫学習センターのコーラスサークル「うたごえ」と学生有志、及び大阪学習

センターのコーラスサークル有志の方々による学歌の演奏が行われました。式典では、私の式辞に始まり、岩

永雅也 放送大学長、藤澤正人 神戸大学長、西田耕太郎 姫路市教育長、そして南谷雄司 兵庫学友同窓会長か

らご祝辞をいただきました。来賓として、兵庫教育大学理事・副学長 須田康之様、神戸大学大学院人間発達環

境学研究科長 近藤徳彦様、農学研究科長 白井康仁様、放送大学近畿ブロック所長・事務長の方々、ならびに

元所長の瀧上凱令様、靑木務様、前所長の大野隆様、歴代の客員教授の方々がお見えになりました。また、ひ

ょうご県友会長の吉本知之様及び神戸市生涯学習支援センター長の増田和幸様から温かい祝電を頂戴しました。

式典後の講演会では、放送大学長 岩永雅也様から「ポストコロナ・AI時代の生涯学習～変わる形・変わらな

い思い～」のテーマでの講演があり、これからの生涯学習を考える上で多くの示唆に富むお話しを伺いました。

引き続き行われた、神戸大学名誉教授・兵庫県立大学名誉教授 室﨑益輝様の「災害の時代に正しく備える～南

海トラフ沖地震の減災を確かなものにするために～」の講演からは、『地域の減災能力向上には、ヒューマンウ

エアとしての災害に強い人づくりが欠かせない』との言葉が強く心に残りました。 

重陽の節句の日に開催した記念行事を終えて、将来の兵庫学習センター・姫路サテライトスペースの発展に

向けて、私が式辞の中で述べたことを肝に銘じ、実行し続ける気概をもたねばと思った次第です。その式辞の

抜粋を以下に記し、拙稿の結びとします。 

学ぶことは個人のウエルビーイングの実現につながり、人とともに学び、学習センターを介して知り合った

学友と語り合うことを通じて、「学びを社会化できる力」を身につけることができます。そして、生涯学習やリ

カレント教育の中で獲得した知見と知恵を社会に還元することによって、社会全体のウエルビーイングに貢献

できると考えます。 

現代社会は常に変化し、学びの必要性はますます高まるものと予想されます。そのような状況において、今

後の兵庫学習センター・姫路サテライトスペースの取組を考えるにあたっては、多様な経験と知識を有する学

生個々の学びを通したウェルビーイングの実現に向けて、岩永学長がおっしゃっている、学習センターは「学

生のサンクチュアリ」、心休まる「まなびや・居場所である」という言葉を忘れず、学生の声を聞き、社会の 

ニーズにこたえることが肝要です。 

放送大学兵庫学習センター開設 30周年・姫路サテライトスペース開設 20周年を契機として、兵庫県におけ

る学習センター・サテライトスペースの「生涯学習拠点としての価値」をいっそう高めるよう、実効性のある

取組を継続的に実施していくよう努めてまいります。そして、その努力が兵庫学習センター・姫路サテライト

スペースの希望ある未来を築くことにつながるものと念願しております。
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兵庫学習ｾﾝﾀｰ開設 30 周年・姫路ｻﾃﾗｲﾄｽﾍﾟｰｽ開設 20 周年 

記念式典・記念講演会を開催しました 

2023 年 9 月 9 日（土）  神戸大学六甲台ｷｬﾝﾊﾟｽ 出光佐三記念六甲台講堂 

記念式典 13：00～ 

放送大学        神戸大学         姫路市          兵庫学友・同窓会 

岩永雅也学長 祝辞    藤澤正人学長 祝辞     西田耕太郎教育長 祝辞   南谷雄司会長 祝辞

コーラスサークル「うたごえ」と学生有志の皆様     たくさんの方にご来場いただきました
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記念講演会 14：30～ 

兵庫学習センター・姫路サテライトスペース  沿 革 

1993 年 4 月 兵庫ビデオ学習センター準備室設置 

       5 月 武庫川女子大学内に事務所開所 

      10 月 学生受け入れ開始（学生数 273 名） 

1994 年 兵庫地域学習センターに改組 

1995 年 阪神淡路大震災 敷地・建物も一部損壊 

1998 年 兵庫学習センターに改組 

2001 年 7 月 姫路学習室を開設 

2002 年 姫路サテライトスペース開所 

2003 年 兵庫学習センター 神戸大学へ移転 

2006 年 放送大学兵庫同窓会の設立 

2013 年 兵庫学習ｾﾝﾀｰ開設 20 周年記念式典・放送大学創立 30 周年記念講演会 

2023 年 兵庫学習ｾﾝﾀｰ開設 30 周年・姫路ｻﾃﾗｲﾄｽﾍﾟｰｽ開設 20 周年記念式典・講演会 

「ポストコロナ・AI 時代の生涯学習 

～変わる形・変わらない思い～」 

放送大学長 岩永 雅也 先生 

「災害の時代に正しく備える …南海トラフ沖地震の減災を確かなものに」

神戸大学名誉教授 兵庫県立大学名誉教授 室﨑 益輝 先生 
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兵庫 SC・姫路 SS 所属

2023 年度第 2 学期 入学者数

教養学部  全科履修生： 117名 

      選科履修生： 155 名 

      科目履修生： 204名 

大学院   修士選科生：   27名 

      修士科目生：   15 名 

（10月 7日現在） 

2023 年度第 1 学期 

卒業証書・学位記授与式 を開催しました

2023年 9月 24日（日）、兵庫学習センター・姫路サテライトスペース合同で「2023年度第 1学期卒業証書・

学位記授与式」を開催しました。兵庫学習 SC・姫路 SSでは、教養学部 63名の方々が卒業されました。 

皆様のご努力に敬意を表し、センター教職員一同心よりお祝い申し上げます。 

2023 年度第 2 学期 入学者の集い を開催しました 

2023年 10月 1日（日）、「2023年度第 2学期入学者の集い」

が兵庫学習センター・姫路サテライトスペースでそれぞれ

開催されました。

ご入学の皆様、おめでとうございます。
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通信指導、単位認定試験について 

放送授業科目は、「通信指導」に合格後、「単位認定試験」に合格すると単位が認定されます。 

■ 通信指導の提出 （※参照『学生生活の栞』学部 P61～65、大学院 P63～67）

通信指導は、大学本部から印刷教材と一緒に送付されますので、提出期限内に提出してください。

・ 一部の科目については別に送付される場合や、Web 通信指導限定の場合があります。

・ 2023年度第 1学期に通信指導を未提出または、不合格の方は通信指導のみ郵送されます。 

■ 単位認定試験の受験 （※参照『学生生活の栞』学部 P65～74、大学院 P67～76）

・ 自宅等から、インターネットを通じてシステム WAKABA「Web単位認定試験システム」に 

アクセスし、問題閲覧、解答提出を行います。 

・ 試験前までに必ず【体験版】で操作練習を行ってください。 

放送大学の webサイトから体験版にアクセスできます。https://shiken.ouj.ac.jp/ 

※ご利用には、システム WAKABA の ID、パスワードが必要です 

自宅等での Web 受験が困難な方へ

自宅等にインターネット環境がない方や、パソコンの操作に不安のある方は、単位認定試験を

学習センター／サテライトスペースで受験することができます。

  印刷教材または「学生生活の栞」に同封されている「学習センター受験申請書」を郵送してください。 

「Web 単位認定試験体験会」を開催します

12月の開催予定 

2日（土） 10：30～12：00※  

5 日（火） 10：30～12：00 14：00～16：00 

6日（水） 10：30～12：00 14：00～16：00※ 

7日（木） 10：30～12：00 14：00～16：00 

15 日（金） 10：30～12：00 14：00～16：00 

17日（日） 10：30～12：00 14：00～16：00 

※は兵庫学習ｾﾝﾀｰのみ

【提出期間】  郵送：2023 年 11月 15 日（水）～ 11 月 29 日（水）本部必着

Web：2023年 11月 8日（水）10：00 ～ 11 月 29 日（水）17：00

【試験期間】  2024 年 1 月 16日（火）9：00 ～ 1 月 24 日（水）17：00

【実施方法】  Web受験方式 

※「授業科目案内」に「郵送（記述）」または「郵送（併用）」と記載のある科目のみ郵送

学習センターでの受験をお考えの方、パソコ

ンの操作に不安のある方を対象に、「Web単位認

定試験体験会」を開催します。 

ご希望の方はお電話でお申込みください。 

■ 兵庫学習センター（ 078-805-0052） 

■ 姫路ｻﾃﾗｲﾄｽﾍﾟｰｽ （ 079-284-5788） 
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生活と福祉コース 伊藤 清美さん

2013年 10月に入学、10年間在籍し、生活と福祉コースを卒業することになりました。 

入学した当初、仕事をしながら一人での勉強を続けることができるのか、と心配になりました。しか

し、家族の協力や、ツイッターやフェイスブックでつながった友達と、励まし合いながら学び続けるこ

とができました。 

放送大学に入学し、自分の無知を知り、知らないことを知ることがとても楽しかったです。勉強する

ことが、本当に楽しいと感じられるようになりました。 

私に学びの機会を与えてくださり、ありがとうございました。これからも学び続けます。 

卒業生からのメッセージ 

 2023年度第 1学期 教養学部ご卒業の皆さまから、卒業にあたっての思いや、 

在学生へのメッセージをいただきました 

生活と福祉コース M．Iさん

定年前に始めたゴルフの練習通い。そこにボランティアで働き喜寿を迎えても一向に肉体の衰えを

見せずシングルスコアでグングン飛ばす先輩たち。そんな人達との会話の中で、「また来たの。」、「今

日行く（教育）ところないの？」、「今日用（教養）ないもので。」などと冗談交じりの会話が学び直し

のきっかけとなりました。65 歳の退職一年前に選科履修生として、最初は興味がありそうなテーマを

オンラインで受講、その後どうせやるなら全科履修生として卒業めざそうと思うようになりました。 

今後に役立ちそうな「生活と福祉」を専攻し、健康、運動、食、睡眠、疾病、感染症、高齢化、認

知症、メンタルヘルス、福祉、不動産などなど必要最低限は身についたかなと思っています。また、

他のコースの中からも、特に錯覚、感情、音、色、形、椅子、気象、情報、環境、地球などなど。著

名な先生方の卓越した教材とともにコロナ禍が大半であったことがむしろ継続に繋がったのかもしれ

ません。生涯学習の意義も学ぶとともに、目標として掲げていた一つに区切りをつけることができ感

謝しています。この年齢ではありますがまだまだ上り坂でいようと思っています。趣味も継続しなが

ら有意義な人生を送るために、また働いてみようかとも思うようになりました。 

少し立ち止まって、この先他のコースでもお世話になるかもしれません。その節はよろしくお願い

いたします。ありがとうございました。 

生活と福祉コース 匿名希望

30年前に看護を学び看護師として働いてきました。放送大学で改めて理論に基づいて学びなおすこ

とができ、日々の業務に深みが出て自己研鑽に繋がりました。また、新たな課題も見つかり継続入学

することにしました。更なる目標に向かって学び続けたいと思います。 

生活と福祉コース 匿名希望

大学中退後、20年以上経って大学を卒業できたことをとても嬉しく思っています。 

長く事務職に従事してきましたが、40歳手前で看護学校に入学し看護師になりました。中退した大

学を看護学校での単位の認定を受け、放送大学では 2年間学びましたが、仕事をしながらの学生生活

でしたので、オンラインで試験を受けられるのは大変助かりました。マイペースでしか生きられない

私にとって、学びたいと思った時に学べる場があったことは本当に有難く、様々な背景や思いをおも

ちの方が、私と同じようにご自身のタイミングで、放送大学で学べるといいなと願っています。 

本当にありがとうございました。 
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心理と教育コース 今出 友子さん

私が放送大学に入学したのは、今から 12年前の 2011 年 4月です。 

子どもたちも巣立ち、主人が単身赴任したのを機に「これからは自分の時間を作って有効に使お

う。何か新しいことを始めよう。」と考えていたところ、三男がもらってきた放送大学の入学案内が目

に留まりました。それを見た私は、「これだ～！この機会に新たな学問に挑戦してみよう。」という気

持ちが段々と強くなり、空いた時間を放送大学での学習に充てることにしました。入学後は、仕事帰

りに兵庫学習センターまでバイクを走らせて 1時間程勉強し、自宅では大学から借りたＣＤを録音

し、何度も聞き直して学習しました。 

 五十路を過ぎてからの勉強は大変なこともありましたが、新たな学問と出会い多くの知識を習得

し、学習意欲を持ち続けることの大切さを再認識できたことは、それ以上に楽しく有意義なものとな

りました。その間には、大学で得た知識を生かして保育士試験に挑戦し、時間はかかりましたが何と

か合格することもできました。現在は、パート勤務で保育補助の仕事に就いていますが、少しはプラ

スになっているのかなと思っています。 

 この度、再入学の心理と教育コースを卒業しますが、もう少し勉強を続けて認定心理士の資格を取

得しようと思い再々入学をすることにしました。高齢者と呼ばれる齢になり体力の衰えも感じる昨今

ですが、学習意欲だけは、いつまでも持ち続けていきたいと思っています。 

※今出さんは 2022年度第 2学期のご卒業です。

心理と教育コース 水田 正子さん

放送大学に入学して 10数年。子育てを終えて学びたいという気持ちで入学しました。放送大学は多

くのコースにわたって幅広く学べる大学です。年を重ねるに従って学ぶことは、私にとって生きる支

えと力になっていました。今回 5度目の卒業を迎えることができて嬉しく思っています。 

今まで共に学んだ仲間、先生や職員の方々、そして、これまで私を見守ってくれた家族に感謝いた

します。ありがとうございました。これからもよろしくお願いします。 

社会と産業コース 匿名希望

定年を機会に放送大学で学び始めました。兵庫学習センターが自宅から徒歩で行ける便利さもあり

視聴学習室で学習させて頂きました。学食で若い人達と一緒に食事すると何か自分も若返った気にな

りました。 

卒業まで 10年かかりましたが、楽しい思い出になっています。但し、最後の 3年間は、コロナの影

響で学習センターに行くこともなく残念な事でした。 

人間と文化コース 大矢 浩二さん

2004年（平成 16年）10月１日に 49才で入学してから 2度の再入学を経て、ようやく卒業の認定通

知をいただきました。入学前年に勤務していた国立大学で、大学からの勧めにより科目履修生となっ

たことがきっかけで、翌年から転勤により単身赴任生活が始まったことを契機に全科履修生として入

学しました。卒業までに要した期間は 20年で、所属する学習センターも東京文京学習センター、石川

学習センター、京都学習センター、兵庫学習センター、愛媛学習センター、再び兵庫学習センターと

転勤に伴い各地を転々としましたが、これも振り返ればそれぞれの学習センターによい思い出があり

貴重な経験となりました。  

放送大学の設置目的の一つに「広く生涯学習の要望に応えること。」があります。全科履修生として

長く在籍し、広く生涯学習の要望に応える場を提供していることは強く実感することができました。 

在学中に「平成」から「令和」に変わり、視聴ツールも関東地区以外はテレビ視聴ができなかった

ため、学習センターでのビデオ視聴から BS放送によるテレビ視聴、さらにコロナ禍によるインターネ

ットを介したオンライン授業の導入というように、履修生の利便性を向上させるため進化してきまし

た。 

これからも広く生涯学習の要望に応える場としての学習環境を充実するため、様々な視聴ツールを

利用し、さらなる発展を祈念するとともに、20年間にお世話になった各地の学習センター関係者に対

して深く感謝申し上げます。 
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人間と文化コース H．Yさん

4 年前、50代で大学を卒業した姉に背中を押され、若いころ夢見ていた大学卒業を目指して編入。

コロナ禍や仕事の転勤もあって苦戦したが無事卒業。その後、以前取り組んでいたライフワークを何

かの形にまとめたいと模索。そのほか、挑戦したい資格取得もあり、再入学。今回卒業を迎えること

ができた。 

コロナ禍で対面授業も学習センターでのキャンパスライフも十分楽しめなかったが、今後もこれを

きっかけに学生生活を続けていきたいと考えている。これからの夢は、いつかきっとライフワークを

研究成果にまとめたい。 

 新しいことにチャレンジすることはいつになっても新鮮で夢がある。学びに年齢は関係なく、いつ

になってもできると実感。このような機会を与えてくれた家族や職場の同僚、周囲の皆様へ感謝して

やみません。 

人間と文化コース 匿名希望

自分は、2006年 4月に全科履修生として放送大学に入学しました。入学当初は割と順調に単位を取

得出来ましたが、次第に単位をあまり取得出来なくなってしまいました。大学 4年目には、単位認定

試験さえ受けられなくなってしまいました。そのまま大学を休学して、夕刊の新聞配達をして 6年後

の 2016 年 4月に放送大学に復学しました。単位をあまり取得できない日々が続きましたが、しかし、

単位を全く取得出来なくなったわけではなく、面接授業などでカバーしていました。 

そんな中新型コロナになって流れが変わりました。成績が大学入学当初並みに戻り、それでも試験

不合格は 200 単位以上あり、それでも自分は卒業を諦めませんでした。最終的には継続入学になり、

復学しても、卒業まで 7年半ぐらい掛かりました。足掛け入学から卒業まで 17年半掛けました。 

自分が言いたい事は、最後まで決して卒業を諦めない事が大切だという事です。皆さんも頑張って

いれば必ず最後は卒業出来るので、根気強く大学生活を送っていってください。 

情報コース 中山 和子さん

情報コースを修了して、発達と教育、生活と福祉、社会と産業と今回で 4度目の卒業となりまし

た。このコースでは母の介護、コロナの中での自宅試験、苦手なパソコンでの試験、といった今まで

になかった経験ばかりのものでした。いろいろ悪戦苦闘しながらやっとの思いで卒業することができ

ました。私にとって今回は今までにないうれしい気持ちでいっぱいです。 

また、10月から自然と環境コースに再入学することにしました。無理せず自分のペースでこれから

も勉強を続けていこうと思っています。 

自然と環境コース 鵜木 成良さん

退職後は一生勉強しようと思っておりました。そんな時、放送大学の存在を知り入学したのが 12 年

前です。当初は入学の狙いを生涯勉強に力点を置いておりましたので卒業のことは全く頭にありませ

んでした。卒業しようと意識し始めたのは今から 3～4年前です。きっかけは半年に一度送られてくる

成績通知書の中に記載されている卒業要件不足単位数を見て卒業が手の届くところまで来ていること

に気づいてからです。卒業まで 12 年かかりましたが決して長かったとは思っておりません。自分とし

ては勉強すること自体に重点を置いておりましたので満足の 12 年間でした。 

1つ学校側に考えてもらいたいことがあります。それは放送授業のメディアがラジオ放送の場合、

テキストを入手するまでの間インターネット配信で勉強する時です。ラジオの音声だけでは講師によ

っては話の語尾がはっきりせず地名や人名などどんな漢字を書くのか見当つかないことがあります。

ラジオ番組の字幕付加については大学院の科目で限定的に実験されておりますが是非字幕付加を早期

に拡大してほしいものです。 

今後は他コースに籍を移し勉強しようと思い継続入学の申請をいたしました。12 年間お世話になり

ありがとうございました。今後ともよろしくお願い申し上げます。 
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メッセージを寄せて下さった皆様、ありがとうございました。心より御祝い申し上げます！ 

兵庫学友・同窓会「ポスターセッション」の報告 

公開講演会のお知らせ 

※詳細は兵庫学習センターWebサイトでお知らせします 

自然と環境コース 中川 滋さん

2011年 4月に全科履修生「生活と福祉コース」に入学・卒業後「選科履修生」、その後全科履修生

「自然と環境コース」に入学、卒業を迎える事になりました。 

その間の成果を確認したく、「認定心理士」、「放送大学エキスパート」の 17プランを取得させて頂

きました。 

勉強していると、老化による理解力低下を実感し、これを最後にとの考えも浮かびましたが、昨年

から受講した宇宙、情報に興味がわき、全科履修生「情報コース」に入学し、6年間の自分成りのカ

リキュラムを作成し、新しい知見に再々チャレンジする事にしました。 

自然と環境コース 山下 加代子さん

自然と環境コースを 2 年間で卒業し、76歳で 5回目の入学許可証を貰った。今回は社会と産業コース

である。 

神戸の学習センターに行くことで生活のリズムの変化、学習を通じての出会い等を楽しみにしていた

のに、それが過去の思い出になるほどコロナ禍の影響で部屋にこもっている。そのくせ、宇宙やその逆

のゲノムの世界の学習で、『学ぶ中に楽しさを！』という初心を思い出し、知らない分野について学習す

る楽しさは感じている。 

 10月から『できることをこんな今だから』という気持ちで頑張りたいと思う。 

2023 年 10 月 1 日（日）、兵庫学習センター多目

的室において、大学院修了生によるポスターセッシ

ョンが開催されました。

論文のテーマは「イラストレーションによるコミ

ュニケーションと文部科学省中学校国語教科書の

「読むこと」におけるイラストレーションの実態調

査」、研究内容を要約したポスターを前に、来場の皆

様からたくさんの質問が寄せられました。

入学者の集いに参加した新入生も立ち寄られ、「貴

重な体験だった」とのコメントをいただきました。

日  程 2023 年 12 月 21 日（木） 

時  間 13：30～15：00 

場  所 兵庫学習センター

神戸市灘区六甲台町 2-1 
テーマ 高齢者心理学の最前線：老いへの適応とWell-being

講  師 増本 康平 先生

神戸大学教授

日  程 2024 年 2 月 4 日（日） 

時  間 14：00～15：30 

場  所 ウィズあかし（アスピア明石北館 7 階）

明石市東仲ノ町 6 番 1 号

テーマ デジタルデータの世界

講  師 森下 淳也 先生

兵庫学習センター客員教授

神戸大学名誉教授
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■ Web サイト ■ ツイッター■ Web サイト

https://www.sc.ouj.ac.jp/center/hyogo/

■ 事務室受付時間

9：30～12：00、13：00～17：30（月・祝除く）

今 後 の 予 定（12～3 月） 

日程は変更することがあります。兵庫学習センターの Webサイトで随時、確認してください。 

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 1 2 3 4 5 6
面接授業(兵) 面接授業(兵) 閉所日 閉所日 閉所日
面接授業(姫) 面接授業(姫)

3 4 5 6 7 8 9 7 8 9 10 11 12 13
面接授業(兵) 閉所日 面接授業(兵) 面接授業(兵) 面接授業(兵) 閉所日 面接授業(姫) 面接授業(姫) 臨時閉所日

米谷ゼミ（姫） 面接授業(姫) 面接授業(姫) 兵庫のみ

10 11 12 13 14 15 16 14 15 16 17 18 19 20
面接授業(兵) 閉所日 面接授業(姫) 面接授業(姫) 面接授業(兵) 臨時閉所日 閉所日

萩原ゼミ 兵庫のみ

17 18 19 20 21 22 23 21 22 23 24 25 26 27
面接授業(兵) 閉所日 面接授業(兵) 閉所日

岡田ゼミ 白杉ゼミ 森下ゼミ

24 25 26 27 28 29 30 28 29 30 31
面接授業(兵) 閉所日 源ゼミ 閉所日 閉所日 閉所日 オープン 閉所日
米谷ゼミ（兵） 大串ゼミ 坂本ゼミ キャンパス

31

閉所日

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 1 2

4 5 6 7 8 9 10 3 4 5 6 7 8 9

閉所日 坂本ゼミ 臨時閉所日 閉所日 坂本ゼミ

米谷ゼミ（姫） 姫路のみ 米谷ゼミ（姫） 森下ゼミ

11 12 13 14 15 16 17 10 11 12 13 14 15 16

閉所日 閉所日 閉所日 臨時閉所日

萩原ゼミ 白杉ゼミ 森下ゼミ 米谷ゼミ（兵） 兵庫のみ 岡田ゼミ 萩原ゼミ 白杉ゼミ

18 19 20 21 22 23 24 17 18 19 20 21 22 23

閉所日 閉所日 臨時閉所日 閉所日 閉所日
米谷ゼミ（兵） 岡田ゼミ 兵庫のみ 源ゼミ 大串ゼミ

25 26 27 28 29 24 25 26 27 28 29 30
臨時閉所日 閉所日 源ゼミ 閉所日 学位記 閉所日

兵庫のみ 大串ゼミ 授与式

31

3月12日：兵庫SCのみ臨時閉所（神戸大学入試のため）

中旬：2024年度第1学期出願受付 最終締切

3月23日：2023年度放送大学学位記授与式（本部主催）

3月24日：2023年度第2学期学位記授与式（兵庫SC・姫路SS合同）

3月26日～31日：視聴学習・図書室閉室

12月28日～1月3日：年末年始閉所日

12月28日～1月3日：年末年始閉所日

1月13・14日：兵庫SCのみ臨時閉所（大学入学共通テストのため）

上旬：通信指導結果 返送、単位認定試験受験票 送付

中旬：次学期『科目登録申請要項』送付

 1月16日～24日：単位認定試験期間（視聴学習・図書室閉室）

2月10日：姫路SSのみ臨時閉所（姫路城マラソンのため）

★2024年度第1学期科目登録申請期間

　（郵　 送）　2月13日～28日（本部必着）

　（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ）　2月13日9時～29日24時まで

2月24日～25日：兵庫SCのみ臨時閉所（神戸大学入試のため）

下旬：成績通知

12  月 １  月

2  月 3  月

■ 放送大学兵庫学習センター

〒657-8501兵庫県神戸市灘区六甲台町 2-1 

（神戸大学六甲台キャンパス内） 

TEL: 078-805-0052 FAX: 078-805-0067

■ 放送大学姫路サテライトスペース

〒670-0012 兵庫県姫路市本町 68-290 

（「イーグレひめじ」地下 2階） 

TEL: 079-284-5788 FAX: 079-284-5812


